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で
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遊
び

第５回
志布志市ボランティアまつり
開催決定
・平成 21 年度　一般会計決算について
・～住み慣れた地域で安心して暮らしていくために～
　（近隣福祉ネットワーク活動・社協だより）
・社会福祉協議会費のお願い
・サマーボランティア生徒参加者募集
・まっ、よくいやんせ「暑さ対策」
・福祉事業紹介　障害者の就労支援事業について
・ふくし川柳募集！



勘定科目
予　算 決　算 差　異

経常活動による収支

収
　   

　
　
　
入

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入
事業収入
共同募金配分金収入
負担金収入
介護保険収入
自立支援費等収入
雑収入
受取利息配当金収入

2,524,000 
5,153,000 

54,535,000 
2,983,000 

23,989,000 
885,000 

5,779,000 
9,289,000 

91,658,000 
16,690,000 

126,000 
202,000 

2,575,500 
5,293,880 

55,579,773 
2,870,926 

24,358,221 
938,443 

5,779,755 
9,293,477 

93,237,787 
17,023,750 

127,857 
455,228 

△ 51,500
△ 140,880

△ 1,044,773
112,074

△ 369,221
△ 53,443

△ 755
△ 4,477

△ 1,579,787
△ 333,750

△ 1,857
△ 253,228

経常収入計 213,813,000 217,534,597 △ 3,721,597

支
　
　
　
出

人件費支出
事務費支出
事業費支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
負担金支出
会計単位間繰入金支出

175,163,000 
9,387,000 

27,090,000 
5,818,000 
1,791,000 

92,000 
5,722,000 

173,449,086 
8,339,714 

25,743,413 
5,779,755 
1,825,900 

92,000 
7,369,861 

1,713,914
1,047,286
1,346,587

38,245
△ 34,900

0
△ 1,647,861

経常支出計 225,063,000 222,599,729 2,463,271

経常活動資金収支差額 △ 11,250,000 △ 5,065,132 △ 6,184,868

施設整備などによる収支

収
入施設整備等収入計 9,866,000 10,532,465 △ 666,465

支
出施設整備等支出計 10,340,000 10,967,750 △ 627,750

施設整備等資金収支差額 △ 474,000 △ 435,285 △ 38,715

財務活動による収支

収
入財務収入計 16,790,000 12,706,170 4,083,830

支
出財務支出計 7,127,000 7,360,100 △ 233,100

財務活動資金収支差額 9,663,000 5,346,070 4,316,930

予備費 1,000,000 0 1,000,000

当期資金収支差額合計 △ 3,061,000 △ 154,347 △ 2,906,653

前期末支払資金残高 73,711,000 73,711,950 △ 950

当期末支払資金残高 70,650,000 73,557,603 △ 2,907,603

勘定科目
当年度末 前年度末 増　減

事業活動収支の部

収
　   
　
　
　
入

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入
事業収入
共同募金配分金収入
負担金収入
介護保険収入
自立支援費等収入
雑収入
引当金戻入

2,575,500 
5,293,880 

55,579,773 
2,870,926 

24,358,221 
938,443 

5,779,755 
9,293,477 

93,237,787 
17,023,750 

127,857 
13,781,260 

2,668,000 
6,587,878 

54,037,000 
1,129,200 

52,065,865 
26,168,434 
5,630,633 
9,185,347 

94,564,777 
13,789,915 
1,504,905 

18,993,013 

△ 92,500
△ 1,293,998

1,542,773
1,741,726

△ 27,707,644
△ 25,229,991

149,122
108,130

△ 1,326,990
3,233,835

△ 1,377,048
△ 5,211,753

事業活動収入計 230,860,629 286,324,967 △ 55,464,338

支 
　
　
　
出

人件費支出
事務費支出
事業費支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
負担金支出
基金組入額
減価償却費
引当金繰入

173,449,086 
8,339,714 

25,743,413 
5,779,755 
1,825,900 

92,000 
5,534 

3,969,103 
16,069,239 

196,523,549 
8,954,214 

55,666,442 
5,630,633 
1,887,200 

92,000 
7,030 

4,610,921 
19,797,073 

△ 23,074,463
△ 614,500

△ 29,923,029
149,122

△ 61,300
0

△ 1,496
△ 641,818

△ 3,727,834

事業活動支出計 235,273,744 293,169,062 △ 57,895,318

事業活動収支差額 △ 4,413,115 △ 6,844,095 2,430,980

事業活動外収支の部
収
入事業活動外収入計 27,565,048 652,522 26,912,526
支
出事業活動外支出計 25,052,471 0 25,052,471

事業活動外収支差額 2,512,577 652,522 1,860,055

経常収支差額 △ 1,900,538 △ 6,191,573 4,291,035

特別収支の部
収
入特別収入計 10,532,465 1,141,805 9,390,660
支
出特別支出計 0 0 0

特別収支差額 10,532,465 1,141,805 9,390,660

当期活動収支差額 8,631,927 △ 5,049,768 13,681,695

繰越収支差額の部

前期繰越活動収支差額 69,223,669 74,871,993 △ 5,648,324

当期末繰越活動収支差額 77,855,596 69,822,225 8,033,371

その他の積立金取崩額 6,778,990 0 6,778,990

その他の積立金積立額 484,726 598,556 △ 113,830

次期繰越活動収支差額 84,149,860 69,223,669 14,926,191

2010. ７ ■ （2）

平成２１年度　志布志市社会福祉協議会　一般会計決算
　平成２１年度志布志市社会福祉協議会の事業報告及び一般会計収支決算について、理事会（５月２７日
開催）、評議員会（５月２８日開催）において承認されましたので、報告いたします。

事業活動収支計算書
平成21年度（平成21年４月１日〜平成22年３月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

資金収支計算書
平成21年度（平成21年４月１日〜平成22年３月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 



■ 2010. ７（3）

財　産　目　録
（一般会計、特別会計全合計）

（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）平成２２年３月３１日現在
社会福祉法人　志布志市社会福祉協議会　（単位：円）

貸借対照表
（一般会計、特別会計全合計）

平成２１年度（平成２２年３月３１日現在）
（単位：円）

資産・負債の内訳
金　　　　　額１．資産の部

１．流動資産
　現金
　預貯金
　未収金
　　未収金
　立替金
　前払金
　仮払金

 
37,573,947 

137,684 
73,012,708 
37,573,947

 
0 
0 
0 

流動資産合計 110,724,339 
２．固定資産
　⑴基本財産
　　基本財産特定預金 3,000,000 
基本財産合計 3,000,000 
　⑵その他の固定資産
　　構築物
　　車輌運搬具
　　器具及び備品
　　ソフトウェア
　　長期貸付金
　　法外援助貸付金
　　ボランティア基金積立金
　　退職共済預け金
　　退職共済積立金
　　福祉基金積立預金
　　財政調整積立預金
　　法外援護貸付基金積立金
　　リサイクル料等預託金

859,000 

949,278 
10,590,118 

841,426 
459,430 
859,000 

3,018,592 
84,449,411 
5,826,983 

53,092,359 
74,939,880 
1,007,323 

94,460  
その他の固定資産合計 236,128,260
固定資産合計 239,128,260 
資産合計 349,852,599 
２．負債の部
１．流動負債
　未払金
　　未払金
　預り金
　　社会保険料預り金
　　源泉預り金
　　雇用保険料預り金
　　法定福祉預り金
　前受金
　借受金
　　その他借受金
　賞与引当金

28,450,086 

884,376 
158,740 

0 
315,100 

0 

28,450,086 

1,358,216 

0 
168,436 

7,756,316 
流動負債合計 37,733,054 
２．固定負債
　退職給与引当金 89,736,410 

固定負債合計 89,736,410 
負債合計 127,469,464 
差引純資産 222,383,135 

勘定科目
当年度 前年度 増　減資産の部

流動資産
　現金
　預貯金
　未収金
　立替金

固定資産
　基本財産特定預金
その他の固定資産
　構築物

　車両運搬具
　器具及び備品

　ソフトウェア
　長期貸付金
　ボランティア基金積立金
　退職共済預け金
　退職共済積立預金
　福祉基金積立預金
　財政調整積立預金

　法外援護貸付基金積立預金
　リサイクル料等預託金

110,724,339
137,684

73,012,708
37,573,947

0
0

239,128,260
3,000,000

236,128,260
949,278

0
10,590,118

841,426
0

459,430
859,000

3,018,592
84,449,411
5,826,983

53,092,359
74,939,880

0
1,007,323

94,460

94,272,027
140,104

60,082,808
34,049,115

0
0

240,269,419
3,000,000

237,269,419
1,096,578

0
2,749,885
1,212,396

0
854,912
709,000

3,013,058
86,378,321
12,476,129
52,973,647
74,707,223

0
1,003,810

94,460

16,452,312
△ 2,420

12,929,900
3,524,832

0
0

△ 1,141,159
0

△ 1,141,159
△ 147,300

0
7,840,233

△ 370,970
0

△ 395,482
150,000

5,534
△ 1,928,910
△ 6,649,146

118,712
232,657

0
3,513

0

資産の部合計 349,852,599 334,541,446 15,311,153
負債の部
流動負債
　未払金
　預り金
　仮受金
　賞与引当金
固定負債
　退職給与引当金

37,733,054
28,450,086
1,358,216

168,436
7,756,316

89,736,410
89,736,410

29,472,250
19,118,594
1,288,723

152,760
8,912,173

88,671,660
88,671,660

8,260,804
9,331,492

69,493
15,676

△ 1,155,857
1,064,750
1,064,750

負債の部合計 127,469,464 118,143,910 9,325,554
純資産の部
基本金 3,000,000 3,000,000 0
基金 3,018,592 3,013,058 5,534
その他の積立金 134,866,545 141,160,809 △ 6,294,264
次期繰越活動収支差額 81,497,998 69,223,669 12,274,329
純資産の部合計 222,383,135 216,397,536 5,985,599
負債及び純資産の部合計 349,852,599 334,541,446 15,311,153

勘定科目 予算 決算 差異

収
　
　
入

経常収入計
施設整備による収入
財務活動による収入
前期末支払資金残高

49,238,000 
0 
0 
0 

52,024,809 
0 

4,001,850 
0 

△ 2,786,809
0

△ 4,001,850
0

計 49,238,000 56,026,659 △ 6,788,659

勘定科目 予算 決算 差異

支
　
　
出

経常支出計
施設整備による支出
財務活動による支出
当期末支払資金残高

47,976,000 
0 

1,281,000 
-19,000 

47,556,381 
0 

1,280,280 
7,189,998 

419,619
0

720
△ 7,208,998

計 49,238,000 56,026,659 △ 6,788,659

勘定科目 当年度末 前年度末 増減

収
　
　
入

事業活動収入計
事業活動外収入計
特別収入計
積立金取崩額
前期繰越活動収支差額

49,691,016 
25,055,296 

0 
0 
0 

0 
0 
0 

0 

49,691,016
25,055,296

0
0
0

計 74,746,312 0 74,746,312
勘定科目 当年度末 前年度末 増減

支
　
　
出

事業活動支出計
事業活動外支出計
特別支出計
積立金積立額
次期繰越活動収支差額

50,288,354 
27,109,820 

0 
0 

-2,651,862 

0 
0 
0 
0 
0 

50,288,354
27,109,820

0
0

△ 2,651,862
計 74,746,312 0 74,746,312

公益事業特別会計資金収支計算書
（食の自立支援事業：訪問給食事業）（単位：円）

公益事業特別会計事業活動収支計算書
（食の自立支援事業：訪問給食事業）（単位：円）



近
隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
効
果

　

①�

地
域
で
孤
立
し
が
ち
な
人
が
、
見

守
り
協
力
員
に
精
神
的
な
支
え
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

②�

支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
、
生
活

支
援
な
ど
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
人
の
在
宅
生
活
が
継

続
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

③�

介
護
保
険
制
度
や
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
対
象

と
な
ら
な
い
人
の
支
え
と
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

④�

支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
危
険
な

状
態
に
陥
ら
な
い
よ
う
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

⑤�

見
守
り
等
の
継
続
に
よ
っ
て
、
要

援
護
者
の
状
態
の
変
化
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の

つ
な
ぎ
も
適
切
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

⑥�

孤
独
死
防
止
や
ニ
ー
ズ
の
早
期
発

見
、
早
期
対
応
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

⑦�

住
民
相
互
の
助
け
合
い
や
交
流
・

援
助
の
輪
を
広
げ
、
共
に
支
え
あ

う
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
づ
く
り

が
図
れ
ま
す
。

▪
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
員
証
」
に
つ
い
て

　

�　

近
隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を

進
め
て
い
く
上
で
、
要
援
護
者
や
周

囲
の
方
々
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力

員
と
分
か
る
よ
う
に
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
力
員
証
」
の
配
布
を
進
め
て
い

ま
す
。

▪
「
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て

　

�　

訪
問
し
た
際
に
要
援
護
者
が
倒
れ
て

い
た
場
合
な
ど
緊
急
時
に
対
応
す
る
た

め
、
緊
急
時
の
連
絡
先
等
が
記
載
さ
れ

た
「
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
」
の
整
備
を
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

「
近
隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
と
は
？

　

�　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
、
一
人
だ
け
で
は
生
活
の
困

難
な
心
身
の
不
自
由
な
方
な
ど
援
助
を

必
要
と
す
る
方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

�　

そ
の一
方
で
、
少
子
高
齢
化
や
核
家

族
化
の
進
展
、
地
域
の
結
び
つ
き
や
人

間
関
係
の
希
薄
化
が
進
ん
で
お
り
、
孤

独
死
や
虐
待
、
飢
餓
と
いっ
た
こ
と
が

社
会
問
題
と
な
って
お
り
ま
す
。

　

�　

そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

協
力
し
て
援
助
を
必
要
と
す
る
方
々
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
地
域
住
民
と
関
係

機
関
が
相
互
に
協
力
し
合
い
「
た
す
け

あ
い
の
輪
」
を
形
成
し
、
地
域
住
民
が

主
体
と
な
り
声
か
け
や
安
否
確
認
な
ど

の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

�　

地
域
住
民
を
中
心
と
し
た
主
体
的

な
声
か
け
や
安
否
確
認
の
活
動
、
そ

れ
が
「
近
隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
」
な
の
で
す
。

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
活
動

　

�　

志
布
志
市
の
校
区
公
民
館
を
中
心

に
現
在
21
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
近
隣
住
民
や
民

生
委
員
、
協
力
員
、
自
治
会
長
等
が

地
区
内
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
障

が
い
者
等
要
援
護
者
の
方
々
へ
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�　

�　

志
布
志
市
内
に
は
松
山
町
・
志
布

志
町
・
有
明
町
の
各
校
区
に
30
の
近

隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

～住み慣れた地域で安心して暮らしていくために～
近隣福祉ネットワーク活動

緊急時に対応するための
「緊急連絡カード」 胸元など見やすい箇所に付けます。
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警察・消防

要援護者

ボランティア 民生委員

近隣住民

協力員 自治会長

　支援を必要とする要援護者を中心に、近隣住
民や協力員、民生委員、関係機関が相互に協力
し合い「たすけあいの輪」を形成します。
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．６
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（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

　

私
た
ち
、
田
之
浦
地
区
社
協
は
地
域
興

し
を
目
指
し
、
い
ろ
ん
な
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対

象
と
し
て
毎
年
、
年
末
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
生
き
が
い
大
学
の
皆
さ
ん
と
の
共
催
で

11
月
24
日
に
同
年
代
の
方
々
が
語
り
ふ
れ
合
う

場
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
催
し
物
と
し
て
は

日
本
舞
踊
春
日
流
の
先
生
の
ご
好
意
に
よ
り
踊

り
を
披
露
し
て
頂
き
、
更
に
は
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
極
め
つ
け
は
駐
在

所
巡
査
長
の
「
振
込
め
詐
欺
」
寸
劇
を
地
元
の

素
人
２
人
を
交
え
て
演
技
、
こ
れ
が
受
け
て
悪

人
役
者
に
「
あ
ら
も
、
あ
ん
、
色
眼
鏡
ね
ん
人

は
民
生
委
員
の
○
○
さ
ん
じ
ゃ
ね
け
、
いっ
ば
ん

人
ん
為
ん
な
い
人
と
思
ち
ょっ
た
ら
、
あ
て
ん
な

ら
ん
」
こ
れ
を
聞
い
て
、
周
り
の
人
が
手
を
叩
い

て
爆
笑
、
感
極
ま
る
演
技
力
を
発
揮
し
て
く
れ

た
民
生
委
員
の
方
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
皆
さ
ん
で
こ
し
ら
え
た
手
料
理
、

こ
の
食
事
時
が
最
高
に
盛
り
上
が
り
、
色
ん

な
話
に
花
が
咲
き
来
年
逢
え
る
の
を
楽
し
み

に
、１
日
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
６
日
㈰
に
第
30
回
目
の
開

催
、
こ
の
行
事
は
先
人
た
ち
が
食
の
安
心

安
全
と
地
産
地
消
と
更
に
は
家
庭
菜
園
の

生
産
向
上
を
目
的
に
地
域
の
伝
統
行
事
と

し
て
毎
年
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

栽
培
し
た
特
産
品
を
出
品
、
山
林
で
採

れ
た
山
の
幸
、
加
え
て
手
作
り
加
工
品
を

地
域
の
皆
さ
ん
が
出
品
し
て
、
専
門
技
術

員
が
審
査
を
し
、
品
評
会
で
の
上
位
入
賞

者
に
は
素
晴
ら
し
い
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

そ
の
後
、
特
産
品
を
競
り
に
て
即
売
会
。

　

昼
食
は
公
民
館
産
業
部
の
奥
さ
ん
達
が
採

れ
た
て
の
野
菜
を
使
っ
た
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を

参
加
者
全
員
に
無
料
提
供
、
午
後
は
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
者
全
員
で
ふ
れ
あ
い
交

流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
し
て
、
最
後
に

お
楽
し
み
抽
選
会
で
そ
れ
ぞ
れ
景
品
を
ゲ
ッ
ト

し
て
足
取
り
軽
く
家
路
へ
と
散
会
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
年
２
回
７
月
と
11
月
に
地
域
住

民
全
員
で
拠
点
施
設
、
周
辺
道
路
等
の
清

掃
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
地

域
の
集
会
施
設
（
ふ
る
さ
と
交
流
館
）
に

つ
い
て
は
、
毎
月
各
集
落
自
治
会
輪
番
制

に
て
清
掃
を
し
、
素
晴
ら
し
い
環
境
の
下

で
会
合
が
開
催
出
来
る
よ
う
実
施
し
て
い

ま
す
。�

（
会
長　

村
岡　

政
美
）

・
人
口
総
数�

２
，
０
５
３
名

・
65
歳
以
上
の
人
口�

７
３
５
名

・
高
齢
化
率�

３
５
．
８
％

	

（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

　

私
達
伊
﨑
田
地
区
社
協
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

　

伊
﨑
田
校
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

長
寿
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な

か
よ
し
、
母
子
寡
婦
福
祉
会
、
障
害
者

協
議
会
、
民
生
委
員
、
公
民
館
役
員
に

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
行
事

は
、
近
隣
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
、

高
齢
者
一
人
暮
ら
し
事
業
の
他
、
敬
老

の
日
の
校
区
大
運
動
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
高
齢
者
の
方
を
敬
う
式
典
や
宝
釣
り

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
小
学
生
児
童
代
表
に
よ

る
長
寿
を
祝
う
作
文
朗
読
や
来
賓
の

方
々
に
よ
る
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
す
。

児
童
の
作
文
に
は
祖
父
母
の
こ
れ
ま
で

の
苦
労
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
観
衆
の

心
を
ひ
く
も
の
が
毎
年
あ
り
ま
す
。
式

典
後
の
宝
釣
り
は
恒
例
と
な
っ
て
い
て

我
先
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
獲

物
を
釣
り
上
げ
て
応
援
席
へ
帰
ら
れ
ま

す
。
そ
の
後
も
、
長
寿
会
に
よ
る
ゲ
ー

ム
に
元
気
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
―
プ
な
か
よ
し
の
皆

さ
ん
や
母
子
寡
婦
福
祉
会
の
皆
さ
ん
は
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
手
づ
く
り
健
康
教

室
を
毎
月
行
い
、
歌
や
ゲ
ー
ム
、
茶
飲

み
話
を
し
て
、
自
ら
の
健
康
維
持
と
地

域
の
高
齢
者
の
方
々
の
健
康
増
進
に
励

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

長
寿
会
で
は
、
毎
月
第
一
・
第
三
土

曜
日
に
菅
牟
田
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
会
員
の

融
和
と
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
60
歳
以
上

の
方
、
是
非
、
一
度
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
。
多
く
の
人
が
来
ら
れ
る
の
を
会

員
一
同
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　

伊
﨑
田
校
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

こ
れ
と
い
っ
た
行
事
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
校
区
の
伝
統
行
事
を
支
え
る
た

め
関
係
団
体
と
連
携
し
、
今
後
も
校
区

民
の
福
祉
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

	

（
会
長　

松
木　

健
二
）

地区社協だより 小地域で福祉活動を展開する
地区社会福祉協議会を紹介します。

30回目を迎えた「ちえ袋の集い・何でも品評
会」の様子。特産品などが並びます (^o^) 丿

ひとり暮らし高齢者の集いにて、みかん狩りへ

田
之
浦
地
区

社
会
福
祉
協
議
会

（
志
布
志
町
）

伊
﨑
田
地
区

社
会
福
祉
協
議
会

（
有
明
町
）

１
．「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
」

１
．「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
」
を
実
施

２
．「
ち
え
袋
の
集
い
・
何
で
も
品
評
会
」
を
開
催

２
．
夏
祭
り
を
開
催

３
．「
ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

３
．
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
を
開
催

■ 2010. ７（5）
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　志布志市社会福祉協議会では、『誰でも安心して暮らせる福祉のまちづくり』を目指しております。皆様
一人一人が会費納入のご協力により社会福祉協議会の構成員となり地域の福祉を支えております。
　また、会費の一部で下記の社会福祉事業を推進しております。いわば皆様が市内の福祉向上の一
役を担っております。どうぞ趣旨をご理解いただきまして平成２２年度志布志市社会福祉協議会会
費の納入にご協力をよろしくお願い申し上げます。� 平成 22 年 7 月　吉日

社会福祉法人　志布志市社会福祉協議会　会長　竹　井　道　徳

志布志市社会福祉協議会社協会費のお願い

◎志布志市社会福祉協議会では、次のような活動を行っています。

○一般会員 … 1 世帯あたり　200 円　○賛助会員 … 1 口　1,000 円
○団体会員 … 1 口　　　　3,000 円　○特別会員 … 1 口　5,000 円

平成 22 年度 社協会費お願い額

　行政の地域福祉計画への
参画とこれに連動した ｢社
協福祉活動計画｣ の策定を
目指す。小地域ネットワー
クの活動の推
進。広報活動。
福祉活動の啓
発など。

　火災、自然災害等により罹
災された方に見舞金を支給す
る事業を行っています。また
日本赤十字社市地区より救援
物資、共同募
金市会より見
舞金等の支給
も行っていま
す。

　心身障害者 ( 児 ) 一
日戸外遠足、移送サー
ビス事業。または、各
種福祉団体育成援助活
動を行っています。

　低所得者世帯や身体
障害者世帯、高齢者世
帯の自立更生を図るた
め低利で貸し付ける生
活福祉資金。又は無利
子の小口
貸付事業
も行って
います。

福祉のまちづくり事業 災害援護事業

各福祉団体育成支援各種資金貸付事業

　人間関係、財産問題、結婚、
離婚、事故、法律等相談者
の立場になって相談員が解
決の糸口へと導きます。

心配ごと相談所設置事業

　ボランティア団体の活動援助、掘り
起こし、広報を行っています。青少年
の福祉に対する関心を高める為にボラ
ンティア協力校指定、福祉作文、絵画、

福祉体験学習等、ま
た一般の方によるボ
ランティア育成講座、
教職員ボランティア
講座、またサロン活
動等も行っています。

社会福祉協議会とは
　社会福祉協議会とは、社会福祉法に基づいて全国・都道府県・市区町村に設置されている社会
福祉法人です。
　誰でも安心して暮らせる ｢人にやさしい福祉のまちづくり｣ を進めるために、地域の皆さんや
ボランティア・福祉・保健等の関係者、行政機関の協力を得ながら共に考え実行していく民間組
織としての ｢自主性｣ と広く住民の皆さんや社会福祉関係者にささえられた ｢公共性｣ という 2
つの側面を持っています。また、社会福祉協議会を略して“社協”といいます。

ボランティアセンター活動事業

社会福祉法人 志布志市社会福祉協議会 ( 志布志市健康ふれあいプラザ内 )

有明支所（志布志市市民センター内）
　　〒 899-7402　有明町野井倉 1767	 TEL 474-0310　FAX 474-0640
松山支所（志布志市老人福祉センター内）
　　〒899-7601　松山町新橋 268		 TEL 487-2001　FAX 487-2001

〒 899-7103　志布志町志布志 3222-1　TEL 472-1800　FAX 472-1593
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第５回 志布志市

9:00〜12:00
場所：志布志市健康ふれあいプラザ（アピア近く）

2010 年8月29日㈰

ランティアまつりボ
無　料
コーナー

エンジョイ
コーナー

♪かき氷　 ♪ポップコーン
♪わた菓子 ♪ヨーヨー釣り

★ ボランティア活動事例発表
★ ボランティア団体パネル紹介
★ 健康・介護相談
　　　　などなど、盛りだくさん♪

★ 駄菓子コーナー
★ チャリティバザー
★ マジックショー
★ お楽しみ抽選会  
★ ボラレンジャー
★ 福祉施設特産品販売

試乗体験
出来ます ●パトカー・白バイ　●消防はしご車



　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

７
月
か
ら
８
月
の
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
月
間
に
、
中
学
生
と
高
校
生
を

対
象
に
１
泊
２
日
の
「
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
」
と
１
日
福
祉
体
験
学
習
「
サ
マ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
社
会
福
祉
施
設
（
市

内
の
老
人
ホ
ー
ム
等
）で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
普
段
接

す
る
こ
と
の
少
な
い
介
護
を
要
す
る
お

年
寄
り
の
方
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、

ふ
れ
あ
う
事
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、

思
い
や
り
の
心
や
、
共
に
生
き
て
ゆ
く

視
点
に
つ
い
て
学
ぶ
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
高
校
生
が
志
布
志
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
賀
寿
園
（
１
泊
２
日
）

の
福
祉
体
験
を
し
、
松
山
の
養
護
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の
園
と
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
っ
ち
く
で
、
中
学
生
が
日
帰

り
で
の
福
祉
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
福

祉
施
設
で
の
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

　

お
年
寄
り
等
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち

を
育
て
る
良
い
機
会
と
な
る
は
ず
で
す
。

是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
日
程

等
は
社
協
本
所
、
各
支
所
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

去
る
６
月
19
日
㈯
、
原
田
小
学
校
に

て
原
田
校
区
サ
タ
デ
ー
広
場
（
福
祉
体

験
学
習
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

非
常
食
作
り
体
験
や
手
話
教
室
、
車

椅
子
、
ア
イ
マ
ス
ク
の
疑
似
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
非
常
食
作
り
体
験
で
は
、
ハ

イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
特
殊
な
炊
き
出
し
用
米

袋
）
の
空
気
を
抜
く
所
や
ゴ
ム
で
結
ぶ

と
こ
ろ
が
難
し
く
何
回
も
挑
戦
す
る
場

面
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
で
作
っ
た

非
常
食
を
食
べ
る
時
は
お
い
し
い
と
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
話
教
室
で
は
指
文
字
や
自

分
の
名
前
を
覚
え
、
歌
に
合
わ
せ
た
り
、

い
ろ
ん
な
手
話
が
あ
る
事
に
驚
い
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
特
に
自
分
の

名
前
を
手
話
で
表
現
す
る
の
が
難
し

か
っ
た
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

車
椅
子
体
験
は
、
車
椅
子
は
ど
ん
な

時
必
要
か
を
知
り
、
乗
っ
た
時
と
押
す

時
の
違
い
を
感
じ
る
事
が
で
き
た
よ
う

で
し
た
。
特
に
、
障
害
物
が
あ
る
時
な

ど
の
操
作
は
、
難
し
い
様
子
で
し
た
。

　

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
は
、
あ
い
に
く
の
雨

で
校
舎
内
の
階
段
の
上
り
下
り
な
ど
の
体

験
で
し
た
が
、「
い
つ
も
歩
い
て
い
る
所

な
の
に
、
目
の
見
え
な
い
不
自
由
さ
や
怖

さ
を
感
じ
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
日
の
体
験
学
習
に
参
加
し
て
、「
ま

た
、
や
っ
て
み
た
い
」「
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
役
立
て
た
ら
い
い
な
」「
目
や
足
の

不
自
由
な
人
・
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ

さ
ん
が
困
っ
て
い
た
ら
自
分
か
ら
声
を

か
け
て
助
け
て
あ
げ
よ
う
」
な
ど
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
体
験
出
前
講
座
を
通
し
て
、
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
感
想
が
あ
り
、

と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
社
協
で

は
今
後
も
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
思

い
や
り
の
あ
る
優
し
い
心
が
育
ち
広

ま
っ
て
い
く
よ
う
社
協
で
は
、
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こんな感じで伝わるかな？

私がついているから、大丈夫だよ。

は〜い、食べましょうか。（あけぼの園にて）

美味しいですか？（賀寿園にて）

手話講座

アイマスク講座

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

サ
マ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

生
徒
参
加
者
募
集

福
祉
体
験
出
前
講
座

◦ 

本　
　
所☎４

７
２

−

１
８
０
０

◦ 

有
明
支
所☎４

７
４

−

０
３
１
０

◦ 

松
山
支
所☎４

８
７

−

２
０
０
１
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〜
八
野
サ
ロ
ン（
志
布
志
町
）〜

　

今
回
は
５
月
の
集
い
に
参
加
し
た
八
野
地

区（
志
布
志
町
）の
サ
ロ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

　

利
用
者
10
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
他

の
サ
ロ
ン
か
ら
２
名
、
ゲ
ス
ト
２
名
、

社
協
職
員
を
合
わ
せ
て
16
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
月
ぶ
り
に
会
う
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
た
め
か
、
ま
ず
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
参
加
者
同
士
が
満
面
の
笑
顔
で

語
ら
い
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
な

が
ら
元
気
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
喜
び

合
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
北
海
道
か
ら
志
布
志
に
帰

省
中
の
方
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
歌
謡
曲
を

楽
し
む
と
い
う
内
容
。
昨
年
に
引
き
続

い
て
２
回
目
の
催
し
で
、
サ
ロ
ン
参
加

者
も
心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
る
様
子
が

う
か
が
わ
れ
盛
会
で
し
た
。
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
進
行
で
、
参
加
者
と
の
や

り
取
り
も「
笑
い
」を
誘
う
こ
と
が
多
く
、

手
拍
子
や
元
気
な
掛
け
声
に
時
間
が
経

つ
の
も
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
参
加
者
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

に
合
わ
せ
、
皆
さ
ん
お
腹
の
底
か
ら
声

を
出
し
て
唄
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

語
ら
い
で
は
、
あ
る
参
加
者
が
「
こ
の

サ
ロ
ン
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
。
な
か
っ
た
ら

今
の
自
分
は
こ
こ
に
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
つ
ら
い

こ
と
が
あ
っ
た
時
、
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、

話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
。
本
当
に
救
わ
れ

た
」
と
言
わ
れ
、
ど
の
方
も
う
な
ず
き
、

「
サ
ロ
ン
に
来
て
話
せ
る
だ
け
で
も
い
い

よ
。
家
に
１
人
い
る
と
悪
い
方
に
考
え
て

し
ま
う
か
ら
」
と
声
を
掛
け
合
っ
て
い
た

こ
と
が
印
象
的
で
心
打
た
れ
ま
し
た
。

　

本
当
に
顔
見
知
り
の
間
で
語
ら
う
こ

と
は
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
参
加

者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
力
を
出
し
合
っ

て
盛
り
た
て
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て

く
る
サ
ロ
ン
で
し
た
。

　

季
節
感
の
あ
る
つ
け
も
の
や
自
慢
の
品

物
を
持
ち
寄
り
一緒
に
食
べ
る
こ
と
で
、
お

腹
も
こ
こ
ろ
も
満
腹
と
な
り
、
高
齢
者
の

力
に
乾
杯
で
す
。
こ
の
サ
ロ
ン
で
、
ま
た

ま
た
元
気
を
た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
志
布
志
市
内

の
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

を
市
民
編
集
員“
有
馬
ケ
イ
子
さ
ん
”

の
取
材
の
元
、
紹
介
し
ま
す
。

「懐かしい歌謡曲に自然と
一緒に口ずさみ手拍子も♪」
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今
回
は
、「
日
射
病
」
と
「
熱
射
病
」
の
違
い
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
活
に
役
立
つ
様
々

な
情
報
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

知
り
た
い
情
報
、
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

社
協
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

障
害
者
の

就
労
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
福
祉
就
労

の
場
が
志
布
志
市
内
に
お
い
て
は
少
な
い
状

況
で
し
た
が
、
本
年
５
月
に
社
会
福
祉
法
人

愛
生
会
が
運
営
す
る
障
害
者
就
労
支
援
施
設

「
セ
ル
プ
し
ぶ
し
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
生
会
は
大
崎
町
を
中
心
に
複
数
の
知
的

障
害
者
施
設
を
展
開
し
、
紙
袋
加
工
や
、
農
芸
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
清
掃
作
業
を
行
い
な
が
ら
、
一

般
就
労
の
場
に
就
く
こ
と
を
目
標
に
、
利
用
者

の
作
業
支
援
・
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

権
現
橋
近
く
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ル
の

１
階
と
２
階
を
改
装
し
て
作
ら
れ
た
施
設
で

現
在
18
名
の
利
用
者
が
就
労
と
自
立
を
目
指

し
て
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
以
外
に
も
福
祉
就
労
の
場
が
あ

り
、
多
く
の
障
害
者
の
方
が
現
在
利
用
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
就
労
支
援
事
業

の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の
問
合
せ
先

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【お問い合わせ先】
志布志市役所
▪有明本庁　　福祉課社会福祉係

☎ 099-474-1111（内線 173）
▪志布志支所　福祉課福祉係

☎ 099-472-1111（内線 203）
▪松山支所　　市民課福祉係

☎ 099-487-2111（内線 271）

　
だ
ん
だ
ん
と
暑
く
な
っ
て
く
る
こ
の
時
期
く
ら
い
か
ら
、
熱
中
症
に
よ
る

大
き
な
事
故
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
か
ら
の
十
分
な

対
策
は
、
全
て
の
人
た
ち
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
よ
く
似
た
名
前
な
の
で
同

じ
病
気
だ
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
実
は
違
う
も
の
で
す
。

　
夏
の
暑
い
日
差
し
を
浴
び
て
歩
き
回
っ
た

と
き
に
体
が
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
し
て
起
こ
り

ま
す
。
顔
が
赤
く
な
っ
て
息
遣
い
が
荒
く
、

皮
膚
は
暑
く
て
さ
ら
さ
ら
と
乾
い
た
状
態
で

汗
が
出
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
目
ま
い
や
頭
痛
、

吐
き
気
な
ど
の
症
状
が
で
ま
す
。
症
状
が
ひ

ど
い
と
き
は
意
識
不
明
に
な
り
死
亡
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
◎�

日
射
病
を
防
ぐ
に
は
つ
ば
の
大
き
い
帽
子

を
被
り
、
そ
の
下
に
タ
オ
ル
な
ど
を
い
れ
、

後
頭
部
と
首
に
直
射
日
光
が
当
た
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
日
射
病
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
ら
風
通
し
の
よ
い
木
陰
な
ど
に
頭

を
高
く
し
て
寝
か
せ
、
首
筋
や
腋
の
下
な

ど
を
濡
れ
た
タ
オ
ル
や
冷
え
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
で
冷
や
し
ま
す
。
あ
お
い
だ
り

し
て
風
を
送
り
、
体
温
が
平
温
に
な
る
ま

で
続
け
ま
す
。 

吐
き
気
が
あ
っ
た
ら
顔

を
横
に
向
か
せ
ま
す
。

　
※�

塩
分
を
含
ん
だ
水(

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

な
ど)

を
少
し
ず
つ
飲
ま
せ
ま
す
。
熱

い
も
の
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
禁
物
で
す
。

　
高
温
多
湿
の
下
で
長
時
間
歩
い
た
り
作
業

を
し
た
時
に
、
大
量
の
汗
を
か
き
、
体
内
の

塩
分
や
水
分
が
著
し
く
不
足
し
て
起
こ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、体
温
の
調
節
が
効
か
な
く
な
っ

て
起
こ
る
わ
け
で
す
。

　
顔
は
青
白
く
大
量
の
汗
が
出
、
皮
膚
は
冷

た
く
じ
っ
と
り
と
し
た
感
じ
に
な
り
ま
す
。

体
温
は
普
通
か
や
や
低
め
で
脈
は
弱
く
て
早

い
。
虚
脱
感
と
と
も
に
、
目
ま
い
、
吐
き
気

が
と
も
な
い
ま
す
。

◎�

熱
射
病
を
防
ぐ
に
は
高
温
多
湿
の
所
、
例

え
ば
夏
の
炎
天
下
の
テ
ン
ト
の
中
で
の
作

業
な
ど
は
長
時
間
に
及
ば
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
作
業
中
は
こ
ま
め
に
水
分
や
塩
分

を
補
給
し
て
お
き
ま
す
。

※�

熱
射
病
に
か
か
っ
た
ら
、
涼
し
い
木
陰
に
頭

を
低
く
足
を
高
く
し
て
寝
か
せ
、
体
温
が
低

い
よ
う
な
ら
体
を
暖
め
ま
す
。
水
か
薄
い
食

塩
水
を
十
五
分
お
き
く
ら
い
に
飲
ま
せ
ま
す
。

　
夏
の
暑
い
盛
り
に
体
は
高
く
な
っ
た
体
温
を

冷
や
す
た
め
に
た
く
さ
ん
の
汗
を
か
き
ま
す
。

こ
の
汗
で
失
っ
た
水
分
の
補
給
を
し
て
あ
げ
な

い
と
日
射
病
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
夏
場
の
水
分
補
給
は
絶
対
に
必
要
で
す
。

☀ 

日
射
病

☀ 

熱
射
病

★ 

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
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今
回
の
特
集
　『
暑
さ
対
策
』

よ
く
い
や
ん
せ

まっ
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平成 22年度　一般会計予算

人件費

171,936

72％

事業費

29,838

12％ 支 出
239,705 千円

（単位：千円）

補助金

60,553

25％

その他

20,000

9％

介護保険

87,116

36％

収 入
239,705 千円

（単位：千円）
受託金

22,789

10％

平成２２年度　志布志市赤十字運動月間実績額　3,299,066 円

松山地区 731,500円　志布志地区 1,313,466円　有明地区 1,254,100円
（H22.5.1 ～ 6.16）

　日本赤十字社では、国内外で頻発する自然災害の救援活動をはじめ、救急法、水上安全法、健康生活
支援講習、幼児安全法などの講習、医療・社会福祉事業等幅広く活動を行っております。
　また、昨年志布志市内では住宅火災が４件発生し、日本赤十字社より罹災者へ救援物資を配布いたし
ました。このような災害救援物資や各事業などは、志布志市民の皆様方より拠出していただく社員社資
（５００円以上）で賄われております。
　皆様方より、拠出していただく社資により、市民一人一人が赤十字の社員として納入くださることに
より、赤十字の活動は成り立ち、救援活動や各種事業など継続していけるのです。
　市民の皆様方より、赤十字運動月間に上記のとおり、多くの善意と赤十字活動資金へのご協力をいた
だきましたことに、深く感謝申し上げます。

多くの善意、赤十字活動資金へのご協力、誠にありがとうございました

　平成 22 年５月 26 日に発行しました、ささえあい第 26 号での平成 22 年度の一
般会計予算につきまして、収入の円グラフの中ほどに収入合計 226,148,000 円と
記載されておりましたが、正しくは 239,705,000 円の誤りでした。訂正してお詫
び申し上げます。

お詫びと
訂正

納入件数一覧
（単位：件）

地　区　名 500 円以上 1,000 円以上 自治会数
松山地区  1,351 56 75 
志布志地区  2,500 63 88 
有明地区  2,420 44 129 
志布志市地区  6,271 163 292 
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次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
22
年
５
月
１
日
か
ら

平
成
22
年
６
月
30
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

有　

野　

大
野
律
博　

故
ヒ
サ

上
野
久
尾　

早
﨑
正
人　

故
正
夫

有　

野　
山
ノ
内
チ
リ　

故
敏

末
吉
町　
宮
田
エ
ツ
子　

故
撿
﨑
ツ
ギ

川　

西　

谷
口
兼
雄　

故
ツ
ギ
エ

埼
玉
県　

百
武
仁
士　

故
輝
彦

仮　

屋　

大
迫
仲
一　

故
一
也

馬　

場　

橋
口
信
子　

故
實
夫

馬　

場　

𠮷
田
和
子　

故
昭
一

香　

月　

有
馬
敏
雄　

故
玉
子

清　

水　

松
田
好
雄　

故
和
子

昭　

和　
中
村
ミ
ツ
子　

故
岩
切
イ
ハ

町　

原　

村
迫
實
盛　

故
サ
ダ
子

清
水
中
央　

永
野
イ
ツ　

故
利
男

上
大
黒
二
丁
目　
川
﨑
タ
ヱ
子　

故
榮
一

上
天
神　
岩
戸
ナ
ツ
子　

故
冨
雄

昭
和
台　
鈴
木
ヒ
サ
子　

故
政
則

一
丁
田　

小
野
照
子　

故
正
人

松　

原　
深
川
ミ
サ
子　

故
義
盛

新
田
屋
敷　
大
山
す
み
よ　

故
博

東
大
久
保　

大
池
廣
行　

故
ツ
ル
ミ

上
有
明　
伊
知
地
正
美　

故
ユ
キ
エ

松
波
住
宅　

山
下
イ
ソ　

故
晃

町　

原　

池
田
幸
子　

故
村
迫
實
盛

町　

原　
佐
土
原
い
ち
子　

故
雄
幸

馬
見
ヶ
塚　

林　

雅
子　

故
床
次
定
子

中
大
黒
一
丁
目　

中
村
正
一　

故
コ
マ
子

清　

水　

宮
迫
公
威　

故
久
子

新
田
屋
敷　
久
保
田
エ
ミ
子　

故
十
四
男

大
浜
東　

今
元
吉
助　

故
ツ
ル

押
切
東　

閏
野
エ
ミ　

故
義
治

鹿
屋
市
札
元　

松
元　

猛　

故
タ
エ

上　

門　

木
元
一
哉　

故
ノ
ブ

土　

橋　

小
橋
淳
一　

故
ム
ツ
子

平　

山　
山
迫
登
美
恵　

故
爲
夫

東
原
西　
岡
田
サ
チ
エ　

故
幸
雄

野
井
倉　

坂
中
文
子　

故
フ
ミ
子

平　

山　

岩
根
雅
司　

故
敏
子

川　

路　
徳
永
ト
シ
子　

故
武
男

坪　

山　

坪
山
博
志　

故
ヨ
ネ　

押
切
東　
八
久
保
章
一　

故
八
重
子

吉　

野　

牛
水
逸
郎　

故
辰
次

中　

須　

平
野
健
太　

故
安
子

風
八
重　
間
手
原
陽
子　

故
稲
茂
ス
ズ
ミ

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
志
布
志
市
五
社
中
舞
踊
同
好
会

　

１
５
０
，
０
０
０
円

・
上
昭
和　

山
口
い
り
子

５
，
０
０
０
円

・
志
布
志
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

１
０
，
０
０
０
円

・
株
式
会
社　
エ
ヌ
・
エ
ー
・
エ
ス

代
表　

那
須
伸
一
郎

（
オ
ラ
レ
志
布
志
）

１
０
，
０
０
０
円

・
町
原　

樋
渡
秀
則１

，
３
７
０
円

・
匿
名�
茶
葉　

多
数

・
水
ヶ
迫
団
地　

坂
元
俊
幸

ひ
な
壇
一
式

・
匿
名�

タ
オ
ル　

多
数

※日程は変更になる場合があります。右記までお気軽にお問合せ下さい。

心配ごとがありましたら…
相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、
お越し下さい。なお、相談料は頂きません。〜金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど〜

８月 ･ ９月の日程

●：志布志地区 472-1800
　　（健康ふれあいプラザ内）
●：松山地区　 487-2001
　　（老人福祉センター内）
●：有明地区　 474-0310
　　（市民センター内）

相談時間
10：00〜15：00

　
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
新
コ
ー
ナ
ー
を
始
め
ま

す
。
川
柳
を
通
じ
て
、
今
以
上

に
幅
広
い
年
齢
層
の
市
民
に
福

祉
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、

広
く
福
祉
に
興
味
を
持
っ
て
頂

き
た
く
、
募
集
致
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
に
募
集

要
項
と
参
考
に
例
と
し
ま
し
て
、

広
報
委
員
の
有
馬
ケ
イ
子
さ
ん
の

川
柳
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

○
例

『�

息
づ
か
い　

や
み
夜
の
風
に

の
っ
て
く
る
』

○
応
募
方
法

　
・�

氏
名
又
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

町
名
を
記
入

　
・一人
二
作
品
ま
で

　
・�

ハ
ガ
キ
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

　
※�

電
話
に
よ
る
応
募
は
致

し
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切

　
平
成
22
年
８
月
27
日
㈮
ま
で

○
掲
載
に
つ
い
て

　
・
平
成
22
年
９
月
26
日
発
行

　

�「
さ
さ
え
あ
い
」
第
28
号
に

掲
載
予
定

『
ふ
く
し
川
柳
』

募
集
し
ま
す
。

〒 899-7103
志布志町志布志 3222-1
TEL：472-1800
FAX：472-1593
E-mail：
info@shibushi-syakyo.jp

志布志市
社会福祉協議会
（志布志市健康ふれあいプラザ内）

松
山
地
区

有
明
地
区

志
布
志
地
区
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